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本紙、新年号コンクールで 
全国5位、「奨励賞」を獲得 
本紙、新年号コンクールで 
全国5位、「奨励賞」を獲得 

事務局　杉野　洋一郎 

第
二
十
六
回
定
期
総
会
、

四
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改

定
、
介
護
保
険
導
入
と
協
議

事
項
が
山
積
し
、
プ
リ
ン
ト

に
し
て
四
十
枚
に
上
る
資
料

を
前
に
第
十
七
回
理
事
会
が

始
ま
っ
た
。

ま
ず
、
総
務
部
よ
り
二
月

一
日
現
在
の
会
員
総
数
が
昨

年
の
同
時
期
と
比
較
し
、
医

科
十
八
人
、
歯
科
四
人
、
計

二
十
二
人
増
加
し
九
百
二
十

人
に
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。
来
年
度
の
目
標
は
三

十
人
増
の
九
百
五
十
人
で
あ

る
。
開
設
以
来
、
ほ
ぼ
直
線

的
に
年
間
三
十
人
前
後
の
会

員
数
の
増
加
が
あ
り
、
十
分

ク
リ
ア
で
き
る
数
字
と
思
わ

れ
る
。

財
政
部
か
ら
は
一
九
九
九

年
度
の
決
算
報
告
が
あ
り
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
の
収
支
と
な

っ
た
が
、
学
術
・
保
険
部
の

予
算
額
に
対
す
る
執
行
率
が

六
八
・
四
％
と
低
迷
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

次
に
パ
ー
ト
職
員
補
充
の

報
告
が
あ
り
、
石
崎
か
お
り

さ
ん
を
二
月
七
日
よ
り
採
用

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
以

前
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関

係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り

大
い
に
期
待
し
た
い
。

歯
科
部
か
ら
は
昨
年
九
月

に
発
行
し
た
『
歯
科
に
必
要

な
最
新
医
科
情
報
』
が
大
変

好
評
で
、
在
庫
が
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
増
刷
に
つ

い
て
の
相
談
が
あ
り
、
更
に

五
百
冊
増
刷
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
予
定

と
し
て
「
歯
周
病
と
全
身
疾

患
」
に
つ
い
て
の
研
修
会
開

催
計
画
が
報
告
さ
れ
、
医
科

も
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

医
療
福
祉
部
か
ら
は
『
福

祉
マ
ッ
プ
』
改
訂
の
構
想
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
医
療
改
革
、
介

護
保
険
関
係
の
最
新
情
報
、

診
療
報
酬
改
定
検
討
項
目
案

が
示
さ
れ
、
最
後
に
総
会
に

向
け
て
の
一
九
九
九
年
度
活

動
報
告
、
二
〇
〇
〇
年
度
活

動
方
針
案
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
、
午
後
十
時
に
会
を
終
了

し
た
。

（
柴
山
　
記
）

第17回理事会点描

950人会員を
来年度目標に
（2月1日・11人出席）

今
回
の
理
事
会
は
、
石
川

県
保
険
医
協
会
始
ま
っ
て
以

来
の
大
事
件
の
報
告
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ

れ
た
。

二
月
二
日
の
夜
か
ら
三
日

未
明
に
か
け
て
、
保
険
医
協

会
事
務
所
に
窃
盗
グ
ル
ー
プ

が
侵
入
し
、
耐
火
金
庫
を
バ

ー
ル
状
の
も
の
で
強
引
に
こ

じ
開
け
て
預
金
通
帳
を
盗
み

出
し
、
三
日
朝
、
大
阪
と
金

沢
の
各
支
店
か
ら
預
金
が
引

き
出
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

事
務
局
で
は
、
預
金
通
帳
と

銀
行
印
は
別
管
理
し
て
お

り，

銀
行
印
が
盗
ま
れ
な
か

っ
た
た
め
、
犯
行
現
場
を
保

存
し
て
警
察
に
通
報
し
た
。

銀
行
へ
の
預
金
引
き
出
し
停

止
は
警
察
を
通
じ
て
行
わ
れ

た
が
、
こ
の
僅
か
な
時
間
帯

に
偽
造
印
鑑
を
用
い
て
銀
行

の
開
店
直
後
に
預
金
引
き
出

し
が
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

盗
難
事
件
が
発
生
し
た
当

夜
、
緊
急
理
事
会
を
開
き
、

こ
の
事
件
の
対
応
が
検
討
さ

れ
た
。
現
在
、
引
き
出
さ
れ

た
預
金
に
対
し
て
は
ほ
ぼ
補

償
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
実
際
の

被
害
も
少
な
く
な
る
模
様
。

し
か
し
な
が
ら
、
石
川
県
保

険
医
協
会
の
設
立
以
来
二
十

五
年
間
、
会
員
か
ら
預
か
る

共
済
制
度
保
険
料
や
会
費
な

ど
の
財
産
管
理
に
つ
い
て

は
、
最
大
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
き
た
が
、
こ
の
度
の
予

期
せ
ぬ
事
態
が
発
生
し
て
し

ま
い
、
大
変
申
し
わ
け
な
く

思
っ
て
い
る
。
今
回
の
盗
難

事
件
を
大
き
な
試
練
と
し

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス

テ
ム
を
早
急
に
確
立
し
、
会

員
か
ら
預
か
る
財
産
管
理
を

一
層
厳
正
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
理
事
会
の
全
員
一
致
で

決
定
さ
れ
た
。

な
お
、
幸
い
に
も
当
該
金

融
機
関
と
の
補
償
交
渉
も
メ

ド
が
立
ち
つ
つ
あ
り
、
共
済

制
度
の
管
理
は
じ
め
今
後
の

協
会
活
動
に
は
一
切
支
障
が

な
い
の
で
、
何
卒
、
ご
安
心

い
た
だ
き
た
い
。（

近
藤
　
記
）

第18回理事会点描

セキュリティーの
早急な確立を
（2月15日・12人出席）

日
本
機
関
紙
協
会
が
主
催
す

る
新
年
号
機
関
紙
・
誌
コ
ン
ク

ー
ル
に
今
年
も
応
募
し
、
今
年

は
初
め
て
「
奨
励
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

二
月
十
九
日
（
土
）、
東
京

芸
術
劇
場
で
開
か
れ
た
発
表
・

表
彰
式
に
杉
野
が
出
席
し
ま
し

た
。全

国
紙
の
Ａ
コ
ー
ス
か
ら
家

族
新
聞
の
Ｆ
コ
ー
ス
ま
で
の
六

コ
ー
ス
合
計
三
百
八
十
二
紙
の

う
ち
、
『
石
川
保
険
医
新
聞
』

は
都
道
府
県
単
位
で
発
行
す
る

機
関
紙
Ｂ
コ
ー
ス
に
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｂ
コ
ー
ス

に
は
全
国
の
優
秀
作
品
九
十
五

紙
が
応
募
し
、
「
最
優
秀
賞
」

一
点
、「
優
秀
賞
」
三
点
に
続

く
「
奨
励
賞
」
一
点
で
、
本
紙

は
全
国
五
位
に
位
置
付
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

七
人
の
審
査
委
員
が
そ
れ
ぞ

れ
十
紙
ず
つ
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

し
、
そ
れ
を
も
と
に
各
賞
を
選

考
す
る
と
い
う
方
法
で
、「
写

真
賞
」
の
対
象
に
も
選
ば
れ
た

そ
う
で
す
。

講
評
は
三
月
中
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
次
号
で
掲
載
予

定
で
す
。

『石川保険医新聞』新年号コンクール受賞一覧（1982年から応募） 

1982年 10面 ● 黎明 努力賞 
1983年 12面 ● 黎明 努力賞 
1984年 8面 ● 琴路灯籠 努力賞 
1985年 8面 ● 蝶 佳作 
1986年 10面 ● 山家 佳作 
1987年 10面 ● 出初め式 佳作 
1988年 10面 ● 加賀友禅 佳作 
1989年 10面 ● 母子 写真賞 
1990年 14面 ● 天神堂（おてじんさん） 佳作 
1991年 14面 ● 入浴サービス 審査委員特別賞 
1992年 14面 ● ほほえみの石川国体 佳作 
1993年 14面 ● 看護婦 佳作 
1994年 14面 ● 旗源平 佳作 
1995年 14面 ● 津幡町中条南保育園 写真賞 
1996年 14面 ● たいぼう式 写真賞 
1997年 18面 ● 訪問歯科診療 企画賞 
1998年 20面 ● 学童保育・あしの子クラブ 審査委員特別賞 
1999年 20面 ● 障害者施設・夢工房 取材記事賞 
2000年 20面 ● 在宅医療・紺谷清正さん 奨励賞 

 年 ページ数 表紙写真 受 賞 名 

本紙新年号を評価する審査委員

石川県保険医協会　歯科部会 石川県保険医協会　歯科部会 第5弾 第6弾 

◆講　　師 水谷　秀夫　氏（東京証券　投資情報部長） 
◆開催日時 3月16日（木）午後7時～午後9時 
 ※土曜日ではありません、ご注意ください。 
◆開催場所 石川県保険医協会　会議室 
◆参加対象 会員、会員家族、スタッフ 
◆参　加　費 無　　料 

◆講　　師 八木　良樹　氏 
 （株式会社ヤギコーポレーション　総務チームリーダー） 
◆開催日時 3月25日（土）午後7時～午後9時 
◆開催場所 金沢都ホテル　5階 
◆参加対象 会員のみ 
◆参　加　費 無　　料 

お問い合わせ・お申し込みは協会まで  TEL076（222）5373／FAX076（231）5156

―成果に対する公正な評価が従業員のやる気を引き出す― 
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今回の3件は、薬剤（注射、内服、外用）の査定についてです。

―第131例―
左右変形性膝関節症にアルツディスポ注を６回投与したところ５回に減

額査定されたものです。

アルツ（ヒアルロン酸ナトリウム）の適応・用法をみると、「変形性膝関

節症または肩関節周囲炎では１週間に１回、連続５回関節内注射する、症

状により回数を増減」となっています。この考え方は、１関節につき、１

週間に１回の関節内注射を連続５週間するというものです。回数の増減は、

症状により６週目があってもよいが、１週間に２回することはできないと

いうことです。従って、１関節の病変では、月５回の算定が限度というこ

とになります。

第131例では平成９年６月20日開始の左変形性膝関節症と平成９年７月

２日開始の右変形性膝関節症の２関節病変ですので、１関節に６回の関節

内注射であれば５回に査定されますが、２関節にそれぞれ５回以下の回数

（たとえば両側ともに３回など）ならば適切な算定ということになります。

次に、本件の診療実日数をみると、４日になっていますので、後者であ

ることは明らかであります。従って、１関節につき月５回を越えていない

ことを記載して再審査請求すべき事例です。

―第132例―
パナルジンの査定についてです。

パナルジン（塩酸チクロピジン）の適応症は、能書には「①血管手術及

び血液体外循環に伴う血栓・塞栓の治療並びに血流障害の改善　②慢性動

脈閉塞症に伴う潰瘍、疼痛及び冷感などの阻血性諸症状の改善　③虚血性

脳血管障害[一過性脳虚血発作（TIA）、脳梗塞]に伴う血栓・塞栓の治療

④クモ膜下出血術後の脳血管れん縮に伴う血流障害の改善」の４つが挙が

っていますが、石川県では、この他に「血栓が強く懸念される疾患、状態

時、例えば不安定狭心症、心房細動、心弁膜症などでは認める。但し長期

投与は不可。」となっています（石川県医師会平成10年10月：社保・国保

審査委員合同協議会結果・・３ページの２）。

本件では、能書にある適応病名、ローカルルールともにレセプト病名と

しての記載がなく、特別の注記もないので、適応外として査定されたもの

です。病名①冠硬化症、病名②右脳梗塞後遺症など、認められそうな病名

がありますが、（保険者からの）再審査請求の段階では、①では、不安定狭

心症があるわけではなく、②では・・後遺症となっているのでこれだけで

は病名としては不十分で、本件患者がパナルジン投与を必要とする状態で

あったなら、その旨注記するなどの必要があったと思われます。問題とな

りやすい薬剤における能書の熟読、ローカルルールの熟知が求められる事

例です。

なお、レセプトに記載された16病名の中で、パナルジンを投与すべき状

態があったのであれば、その旨記載して再審査請求することはできますが、

復活の可能性は高くないと思われます。

―第133例―
急性気管支炎にホクナリンテープを使用したところ査定された事例です。

ホクナリンテープの適応症には急性気管支炎があります。しかし、本件

では、実日数が１日であり、投与枚数が８枚となっています。１回の処方

で、８枚投与したということです。ホクナリンテープの投与方法は、１日

１回ですので、８日分の投与ということになり、外用薬の投与日数の限界

である７日分｛療養担当規則20条二・ホ・（１）｝を超えることになって

しまい、査定されたものと思われます。なお、査定の仕方については、７

枚に減額査定という方法もあり、あまりに乱暴な査定といえないことはあ

りませんが、再審査請求しても復活は難しいと思われます。療養担当規則

の熟読が必要であった事例です。

さて、今回の3件の事例は、金沢市内の病院からの「保険審査通信」で

す。勤務医の中には、療養担当規則や石川県における保険算定のローカル

ルールなど保険診療について熟知していない方が多いのではないでしょう

か。新しく赴任された医師に対して、保険診療に関する知識をいま一度復

習してもらうのも管理医師の重要な役目です。それにより、無用の査定が

減り、病院の経営状態に貢献するものと思います。

保険審査通信　第131～133例

納得いかない返戻、査定が
ありましたら、ぜひ『保険審査通信』

にてお知らせ下さい。
『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。

ＦＡＸ：076（231）5156
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

■20002000年4月診療報酬改定診療報酬改定に完全完全に対応対応 
入院医療入院医療の包括払包括払いの拡大、拡大、薬剤関連技術料薬剤関連技術料の評価評価 等 

■医療機関に関わりのある介護報酬についても解説 
訪問看護、居宅療養管理指導、療養型医療施設の請求方法 

石川県保険医協会 

【金沢会場】 
開催日時：3月25日（土）午後6時半～午後9時 
開催場所：金沢市観光会館大ホール 
　　　　　金沢市下本多町6番丁27番地 
　　　　　電話：076‐220‐2501

【七尾会場】 
開催日時：3月26日（日）午前10時～午後0時半 
開催場所：七尾サンライフプラザ 2階 視聴覚室 
　　　　　七尾市本府中町ヲ38 
　　　　　電話：0767‐53‐3260

■2000年4月診療報酬改定に完全に対応 
入院医療の包括払いの拡大、薬剤関連技術料の評価 等 

■医療機関に関わりのある介護報酬についても解説 
訪問看護、居宅療養管理指導、療養型医療施設の請求方法 

●お申し込み・お問い合わせは 
石川県保険医協会まで　TEL （076）222‐5373　FAX （076）231‐5156　E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

講　　師：石川県保険医協会講師団 
テキスト：『2000年4月点数表改定のポイント』 
参 加 費：会員医療機関1人無料、2人目から2,000円  

未入会医療機関の方は、当日までに入会していただくことを前提と
します。 

参加対象：会員、スタッフ、家族 
申 込 み：次のいずれかの方法で必ず事前にお申込みください。 
申込締切：3月17日（金） 
※申込みされた方に「入場整理券」をお送りします。当日ご持参ください。 

2000年4月からの医科新点数運用説明会 

4月29日（土・祝）午後2時半 
4月29日（土・祝）午前10時 

日　　　時 会　　　場 
金沢：地場産業振興センター 
七尾：七尾サンライフプラザ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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囲 

解 
答 

碁 
（
問
題
は
8
面
） 

白3の切り込みが好手でコウ 
になります。 

1
6 5
7 4
3

2

7
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が
し
（
答
え
）

（
問
題
は
8
面
）

①
左
奥
の
並
木
②
左
の
丸
い
ビ

ル
③
橋
げ
た
④
ボ
ー
ト
⑤
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
は
こ
⑥
左
下
の

垣
根
⑦
犬
の
し
っ
ぽ

人権と平和を守るために

昨年に引き継いで今年度も不肖ながら部長を務めさせてい

ただきます。

総会議案書にも書かれていますように、国は今、長引く不

況の中で経済再建に必死です。それは医療面でも財政削減の

至上命題で、患者負担金の増額や医療機関の整理を狙った法

改正に現れます。

このような困難な状況においても石川県保険医協会は、医

療制度の改善と社会保障の充実を理念に掲げ、国民の人権と

平和を守る運動の推進にできる限り努力しなければなりませ

ん。

執行部としても、全会員の医療活動を支援し、経営と生活

に少しでもお役に立つ企画とその実行をめざします。そのた

めの役員並びに事務局員の体制強化も必要でしょう。

会員増加が協会の財政基盤を支え活動を発展させる唯一無

二の条件ですが、幸い、会員数は順調に伸びており、今年は

950人を目標とします。

会員諸氏には、今年も暖かいご支援をよろしくお願いいた

します。

安藤　良一
総務部

会員サービスのための財政強化を

保険医協会の事務局員の退職金規程は、県職員のそれに準

ずるというのがこれまでの考え方でした。しかし、支払う退

職金の準備ができておらず、最初の定年退職の時が八年後に

近づいた今日、ようやくその準備にかかるという状態です。

そこで、保険医協会独自の退職金規程を作成し、それに向け

て、積立金の準備をしていくことが今年度の一番の課題です。

もちろん、ようやく財政的に潤滑に動き出した、通年度の事

業の遂行もきちんとやっていけるよう十分過ぎるほどの配慮

をします。

これで2000年度は何とかいけると思っていた矢先、新年

度開始の３日目に事務所盗難事件が発生しました。いろいろ

折衝した結果、被害は今年度の事業や年金に影響が及ばない

ところまでこぎ着けていますが、それでもなにがしかの特別

損失計上は必至であり、短期間に損失の吸収ができるような

財政運用を強いられる羽目になりました。そういうわけで、

会員サービスを質・量ともに落とさずに損失の吸収を完成さ

せることが今年度の最大課題となってしまいました。これに

向かって誠心誠意がんばっていく覚悟で2000年度に突入し

たところです。会員の皆さま、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。

西田　直巳
財政部

新鮮味ある活動を工夫します

昨年度は、協会の扱う共済制度が、いずれも当初の普及目

標を下回り、低金利政策による影響や会員の経営的余裕が思

わしくないことを反映したものと思われた。

今年度は、休業保障の給付日数の延長や保険医年金の利率

の上昇などにより、より好条件で加入できるようになると予

想される。

今年は、昨年に引き続き「新規開業医の懇談会」や「中堅

開業医のための経営セミナー」を企画するが、新鮮味を加え

工夫をして開催してみたい。

井沢　宏夫
経営・共済部

歯科部は2000年度も爆発だ！

ぺリオドンタル メディシンのシリーズ検討会と冊子化。

いくつかの歯科医師や衛生士向け講演会など、学術講演会だ

けでも多すぎるのに Saturday Night Seminar を4から5回

予定。歯科部のホームページ立ち上げ。訪問歯科診療の充実。

その他。

以前からの持論である歯科会員の｢多様化するニーズ｣に応

えるための活動を展開する覚悟ですが、いかんせん部員の数

が不足。｢やりたいことが自由にできる歯科部｣で活動してみ

ませんか。最後は、部員を求む！．．．．か？

平田　米里
歯科部

診療報酬、介護保険への取り組み強化を

昨年は十分な活動がされなかったが、今年は診療報酬改定

や介護報酬が決定される大切な年と考えられる。そのため、

これらに関する迅速な情報提供と懇切丁寧な解説、相談活動

を行う。介護保険については、多くの問題を抱えてのスター

トであり、今後様々な問題が出てくることが予想される。医

療福祉部と連携してこれらの問題点について検討していきた

い。

また、医科歯科の医療連携をはじめ、診診連携、病診連携

の取り組みを強化する。そのほか、医療情報提供に関する実

践の交流や学習会を開く。ＥＢＭ講演会のシリーズ開催を計

画している。

近藤　邦夫
学術・保険部

いよいよ『福祉マップ』の改訂に

2000年４月１日より、いよいよ介護保険が施行されます。

介護保険は、確かにわが国の社会保障制度上画期的な制度で

はありますが、問題点・矛盾点も大変多く、協会としては、

同保険についての正確かつ最新の情報を会員の皆様に提供す

る一方、介護保険制度の改善運動にも全力を挙げて取り組み

ます。

また、介護保険および福祉制度についての最新情報を載せ

た『福祉マップ』改訂第５版を、毎年発行している『病院マ

ップ』と併せて今年度発行を予定しています。もちろん乳幼

児医療費助成制度の拡充を求める運動を引き続き推し進める

ほか、新たに子どものこころの問題へのアプローチ、および

障害者福祉施設への援助、障害者問題について会員に理解を

深めて頂けるような企画も前年に引き続き取り組んでいきた

いと思います。

喜多　徹
医療福祉部

夢と希望を作る機関紙・文化部に

今年度の抱負として、新聞部は何を書いてよいかよく分か

らない。なにせ、数年前の夢であった「原稿がどんどん集ま

って困ってしまう」「新年号のコンクールで優秀賞をとる」

といったことが、もう半分以上実現してしまった。うれしい

誤算である。月並みではあるが、これも一重に事務局、部員、

理事の方々の地道な努力によるところが大きい。協会自体が

会員、市民を巻き込んで成長してきた結果、協会のファンダ

メンタルは非常に裾野の広いものになっている。若い先生や

新しい力がどんどん台頭してきているのだ。今年もこの力を

どんどん伸ばして、夢と希望を作る部として、一層努力して

いきたい。

大平　政樹
機関紙・文化部

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る

各部部長

新年度の
抱負を語る
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1998年12月に8,000円、1999年10月に

12,000円だった12％金パラ30gが、今年に入り急

騰し16,000円を越え、20,000円に迫る勢いです。

原因はパラジウムの高騰によるものと考えられま

す。東京工業品取引所パラジウム相場は１月27日

が1,542円/g、２月23日2,363円/gと、１カ月で

1.5倍に跳ね上がり、買い手が現れないため取引が

成り立たず、大量に売りを抱えて急激に業績が悪化

する取引会社が増えているようです。倒産などの悪

影響を防ぐため、先物取引の価格を凍結し、市場の

沈静化をはかることも考えられますし、今後、ロシ

アからの供給が再開されれば、反動で急落する恐れ

もあり、不安定な状況が続きそうです。しばらく静

観するしかないようです。

ちなみに12％金パラ30gが20,000円とすると、

５ｇの鋳造冠は金属代3,333円＋技工料2,650円合

わせて5,983円になります。健康保険では装着料を

差し引くと、大臼歯は5,990円、小臼歯は5,520円

になり、とても気持ちよく診療できません。

歯科部からの緊急案内

またまた金パラ高騰

読みづらい方にはFAXでお送りします。（TEL 076‐222‐5373）

『
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
サ
ヒ
』3
月
号
に
北
山
吉
明
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

―2000年度募集期間：5月31日まで―

お問い合わせ・お申し込みは協会事務局まで

昨
年
の
夏
に
機
関
紙
・
文

化
部
に
入
り
、
毎
月
、『
石

川
保
険
医
新
聞
』
の
編
集
会

議
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
機
関
紙
・
文
化
部
の
副
部

長
と
同
時
に
、
理
事
を
お
お

せ
つ
か
り
、
大
変
責
任
を
感

じ
て
い
る
次
第
で
す
。

こ
れ
ま
で
『
石
川
保
険
医

新
聞
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て

き
て
、
機
関
紙
・
文
化
部
の

先
生
方
が
非
常
に
熱
心
に
新

聞
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
と
く
に
大
好
評
を
得

て
い
る
「
お
サ
ル
先
生
の
在

宅
医
療
入
門
」
は
、
筆
者
の

小
川
先
生
ご
自
身
が
編
集
会

議
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
よ

り
す
ば
ら
し
い
紙
面
に
な
る

よ
う
に
毎
回
熱
い
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
開
業
医
が
日
ご
ろ
思

っ
て
い
て
も
な
か
な
か
実
行

で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
積

極
的
に
企
画
さ
れ
、
改
善
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
先
生
の
姿
に
は
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
努
力
の
甲
斐

が
あ
っ
て
、
今
年
の
新
年
号

は
、
日
本
機
関
紙
協
会
主
催

の
新
年
号
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
奨
励
賞
」
を
い
た
だ
き
、

Ｂ
コ
ー
ス
（
都
道
府
県
単
位

で
発
行
す
る
機
関
紙
の
部
）

に
応
募
し
た
九
十
五
紙
の
中

で
五
位
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

築
き
上
げ
て
き
た
『
石
川
保

険
医
新
聞
』
の
伝
統
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
に
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ

け
る
新
聞
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
保
険
医
協
会
の
広
報

と
し
て
の
役
目
も
担
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
新
し
く
理
事
の

末
席
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
内
灘
で
歯
科
を
開

業
し
て
い
る
小
島
で
す
。

保
険
医
協
会
と
の
か
か
わ

り
は
、
二
年
前
に
平
田
先
生

か
ら
歯
周
病
治
療
に
つ
い
て

助
言
を
頼
ま
れ
て
、
事
務
所

に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
て

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、
学
術
の
企
画
、
講

師
の
先
生
と
の
交
渉
、
司
会
、

新
聞
記
事
執
筆
と
、
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
気
が
付
け
ば

理
事
に
押
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
突
然
の
こ
と
で
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

未
知
な
る
世
界
へ
挑
戦
し
て
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
克
服
し
て
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
協
会
活
動
に

よ
り
積
極
的
に
参
加
し
て
、

多
方
面
の
方
々
と
話
し
合

い
、
他
業
種
の
人
た
ち
と
の

連
携
を
志
し
、
教
わ
る
心
を

持
ち
な
が
ら
、
自
分
に
も
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

抱
負
と
し
て
、
本
当
に
患

者
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
考

え
、
自
分
が
納
得
す
る
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

思
い
や
る
心
を
大
切
に
、
ス

タ
ッ
フ
教
育
に
力
を
注
ぎ
、

働
く
人
た
ち
に
投
資
し
て
い

き
た
い
。
患
者
さ
ん
に
は
健

康
観
を
持
ち
続
け
て
も
ら
い

た
い
。
や
が
て
診
療
室
に
意

欲
あ
ふ
れ
る
健
康
な
人
が
増

え
、
ス
タ
ッ
フ
も
自
信
を
持

っ
て
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

や
り
が
い
が
で
き
て
、
診
療

室
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ド
ク
タ
ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
写
真
と
と
も
に
）

（
第
二
十
六
回
定
期
総
会
で
選
任
） 

協
会
紙
の
伝
統
を
守
り 

広
報
の
役
割
も
十
分
に 

牛
村
　
繁
（
金
沢
市
・
眼
科
） 

他
業
種
の
方
々
と
の 

連
携
を
大
切
に 

小
島
　
登
（
内
灘
町
・
歯
科
） 

機
関
紙
・
文
化
部
担
当

歯
科
部
担
当

休業保障の加入受付を開始



心
に
み
て
お
き
た
い
。
第
一
は

給
付
の
関
係
で
あ
る
が
、
介
護

報
酬
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
介
護
度
毎
の
区
分
支
給
限

度
基
準
額
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
決
め
ら
れ
た
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
限
度
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
利
用
実
態
に
あ

わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
条
件
を

つ
け
て
利
用
枠
の
拡
大
を
認
め

る
。
訪
問
介
護
の
家
事
援
助
型

に
利
用
制
限
を
つ
け
る
動
き
が

あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
現
行

ど
お
り
と
な
っ
た
。
た
だ
し
検

討
は
継
続
さ
れ
る
。
介
護
保
険

制
度
外
で
は
、
家
族
慰
労
金
の

支
給
が
特
別
対
策
で
決
ま
っ
た

が
、
一
年
間
制
度
を
利
用
し
な

い
人
が
対
象
な
の
で
実
施
は
十

三
年
度
以
降
に
な
る
。
特
別
対

策
は
、「
自
立
」
と
判
定
さ
れ

た
人
へ
の
支
援
策
を
軽
度
生
活

援
助
、
生
き
が
い
活
動
通
所
、

生
活
管
理
指
導
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
で
盛
り
込
ん
だ
が
、
実
施
は

自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
バ
ラ
ン
ス
を
と
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最
初
に
、
介
護
保
険
を
め
ぐ

っ
て
こ
れ
ま
で
に
展
開
さ
れ
て

き
た
内
容
に
つ
い
て
、
私
な
り

の
中
間
的
な
総
括
を
し
て
お
き

た
い
。

介
護
保
険
の
限
界
・

矛
盾
の
露
呈
と
修
正

第
一
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、

内
容
が
具
体
的
に
な
る
に
つ
れ

て
介
護
保
険
の
限
界
・
矛
盾
が

あ
ら
わ
に
な
り
、
そ
れ
に
対
し

て
様
々
な
修
正
・
変
更
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。と
く
に
重
要
な
の
は
、

介
護
保
険
の
限
界
ゆ
え
に
、
各

地
の
取
り
組
み
が
自
立
の
人
へ

の
施
策
を
含
め
た
地
域
包
括
的

な
介
護
保
障
シ
ス
テ
ム
の
整
備

へ
と
向
か
っ
て
い
か
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
保
険

料
・
利
用
料
の
負
担
問
題
を
通

じ
て
高
齢
者
の
厳
し
い
生
活
実

態
が
明
確
に
な
り
、「
高
齢
者

富
裕
論
」
の
根
拠
が
崩
れ
た
こ

と
、
市
場
拡
大
の
た
め
の
介
護

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
が
公
費

本稿は本稿は講師講師の横山寿一先生横山寿一先生にまとめていただきました。 本稿は講師の横山寿一先生にまとめていただきました。 

介
護
保
険
実
施
ま
で
あ
と
一

カ
月
と
な
っ
た
。
こ
の
一
カ
月

は
、
国
の
レ
ベ
ル
で
制
度
の
詳

細
が
最
終
的
に
確
定
さ
れ
る
時

期
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
自
治

体
で
も
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
介
護
保
険
条
例
、

介
護
保
険
事
業
計
画
・
老
人
保

健
福
祉
計
画
、
来
年
度
予
算
な

ど
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
く

重
要
な
時
期
で
あ
る
。
ま
た
四

月
実
施
直
後
は
、
様
々
な
問
題

へ
の
対
応
を
通
じ
て
制
度
の
具

体
的
な
姿
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て

い
く
過
程
で
あ
り
、
特
別
の
意

味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
お
話

し
し
た
い
。

第
26
回
定
期
総
会 
第
26
回
定
期
総
会 

演 

講 

念 

記 

次
に
、
現
時
点
で
の
状
況
に

つ
い
て
新
た
な
制
度
の
動
き
を

含
め
て
み
て
お
き
た
い
。
四
月

の
実
施
ま
で
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
る
。

国
の
レ
ベ
ル
で
は
制
度
内
容

の
最
終
確
定
、
自
治
体
レ
ベ
ル

（
７
面
に
続
く
）

調査・指導 

苦情・相談 

調査・指導 

審査請求 

苦情・相談 

見守り・ 
訪問指導 

諮問 
情報報告 

答申・建議 
勧告 

被保険者 

苦情・相談体制 

国民健康保険 
団体連合会 

県介護保険審査会 

居宅介護支援事業者
サービス提供事業者
介護保険施設 

市 
（相談室・福祉保健センター） 

介護保険運営協議会 
苦情に関する専門組織 

苦情・相談 

苦情・相談 

負
担
抑
制
と
衝
突
を
始
め
た
こ

と
、
営
利
事
業
者
の
参
入
で
危

惧
さ
れ
た
と
お
り
市
場
化
・
営

利
化
の
問
題
が
現
実
化
し
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。

地
域
・
自
治
体
の

改
革
へ
の
胎
動

第
二
は
、
介
護
保
険
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
地
域
と
行
政

の
改
革
へ
む
け
た
様
々
な
胎
動

が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
自

治
体
関
係
者
が
出
席
し
て
一
緒

に
議
論
す
る
。
自
治
体
自
身
も

制
度
の
限
界
や
改
善
の
必
要
を

率
直
に
口
に
す
る
。
そ
う
し
た

な
か
で
行
政
と
住
民
と
の
共
同

的
な
関
係
や
、
協
力
し
て
国
へ

働
き
か
け
る
自
治
的
な
対
応
が

で
き
は
じ
め
た
。

ま
た
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
よ

う
に
介
護
、
医
療
、
保
健
・
予

防
な
ど
を
全
体
と
し
て
視
野
に

入
れ
た
包
括
的
な
地
域
保
健
福

祉
シ
ス
テ
ム
へ
の
志
向
が
現

れ
、
さ
ら
に
は
、
地
方
財
政
も

地
域
経
済
も
深
刻
な
状
態
に
置

か
れ
て
い
る
な
か
で
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
に
変

え
る
。
そ
の
た
め
に
介
護
や
福

祉
の
基
盤
を
整
え
る
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
経
済
や

地
方
財
政
も
再
生
を
図
る
と
い

う
、
い
わ
ば
地
域
経
済
・
地
方

財
政
の
立
て
直
し
と
介
護
の
基

盤
整
備
を
一
体
的
の
も
の
と
し

て
取
り
組
む
動
き
が
始
ま
っ

た
。こ

れ
ら
の
点
以
外
に
も
、
手

作
り
の
い
い
サ
ー
ビ
ス
を
と
い

う
こ
と
で
非
営
利
事
業
体
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
本
格
化
し

て
き
た
こ
と
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

制
度
の
検
討
な
ど
住
民
参
加
と

行
政
監
視
が
具
体
化
に
動
き
だ

し
た
こ
と
、
認
定
作
業
を
中
心

に
自
治
体
と
保
健
・
医
療
・
福

祉
関
係
者
と
の
か
つ
て
な
く
広

範
囲
な
協
力
関
係
が
生
ま
れ
、

専
門
職
相
互
の
間
で
も
共
通
の

実
践
を
通
じ
た
共
同
的
な
関
係

が
積
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
も
重
要
な
変
化

で
あ
る
。

民
主
主
義
後
退
の

新
た
な
動
き

第
三
は
、こ
う
し
た
積
極
的
、

前
進
的
な
側
面
と
同
時
に
、
地

域
や
自
治
体
で
民
主
主
義
が
後

退
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
新
た
な

危
険
も
出
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

公
募
方
式
を
と
り
な
が
ら
実

質
的
な
審
議
を
認
め
ず
、
住
民

合
意
の
計
画
だ
と
し
て
「
住
民

参
加
」
を
隠
れ
み
の
に
使
う
官

僚
主
義
の
新
た
な
強
ま
り
、
競

争
促
進
・
民
間
参
入
促
進
を
口

実
に
し
た
公
的
・
準
公
的
な
部

門
の
縮
少
や
撤
退
、
介
護
保
険

の
一
割
負
担
を
悪
用
し
た
福
祉

制
度
全
般
の
有
料
化
や
負
担
引

き
上
げ
、
事
業
者
間
の
競
争
激

化
の
も
と
で
の
利
用
者
の
囲
い

込
み
や
無
断
の
代
行
申
請
な
ど

の
権
利
侵
害
、
協
力
を
得
る
た

め
の
医
師
・
医
療
機
関
へ
の
過

度
の
遠
慮
と
追
随
、
報
酬
に
格

差
を
つ
け
る
な
ど
の
不
公
平
な

対
応
な
ど
が
そ
の
具
体
的
な
現

わ
れ
で
あ
る
。

介
護
保
険
を
め
ぐ
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
に
前
進
的
な
動
き
と

否
定
的
な
動
き
の
両
面
を
含
ん

で
い
る
こ
と
を
正
確
に
み
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

一
、 

介
護
保
険
実
施
直
前
の
時
点
に 

 

お
け
る
中
間
的
総
括 

二
、 実
施
直
前
の 

 

　
　
情
勢
・
現
状
・
課
題 

で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
、

老
人
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
、

介
護
保
険
条
例
の
制
定
、
そ
こ

へ
盛
り
込
む
保
険
料
の
確
定
、

介
護
保
険
事
業
の
予
算
化
、
国

が
示
し
た
特
別
対
策
へ
の
対
応

と
具
体
化
、
四
月
以
降
の
計

画
・
事
業
の
実
施
に
か
か
わ
る

体
制
・
制
度
の
確
立
、
さ
ら
に

は
引
き
続
き
要
介
護
認
定
、
事

業
者
指
定
の
作
業
な
ど
、
時
間

的
に
か
な
り
厳
し
い
状
況
で
の

最
終
準
備
が
待
ち
構
え
て
い

る
。介

護
保
険
の
制
度
内
容

を
め
ぐ
る
動
き

介
護
保
険
の
制
度
内
容
に
つ

い
て
は
な
お
流
動
的
な
部
分
も

あ
る
が
、
昨
年
十
一
月
の
特
別

対
策
と
そ
れ
以
降
の
動
き
を
中

よこやま としかず

横山　寿一 教授
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1951年　鳥取県鳥取市生まれ
岡山大学法文学部経済学科卒業
立命館大学大学院経済学研究科単位取得退学
1987年　金沢大学経済学部赴任（社会保障論担当）
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金沢大学経済学部教授
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医療・福祉関係者ら100人が参加した記念講演

る
た
め
に
一
割
負
担
が
望
ま
し

い
と
し
て
い
る
た
め
、
国
の
制

度
を
使
っ
て
実
施
を
す
る
と
負

担
増
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
二
は
保
険
料
の
関
係
で
あ

る
。
第
一
号
被
保
険
者
は
、
特

別
対
策
で
半
年
間
不
徴
収
、
そ

の
後
一
年
は
半
額
徴
収
が
決
ま

っ
た
。
第
二
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
医
療
保
険
財
政
へ
の

支
援
で
保
険
料
軽
減
策
で
は
な

か
っ
た
が
、
高
知
市
が
国
保
運

営
基
金
も
活
用
し
て
国
保
加
入

者
の
保
険
料
を
軽
減
す
る
こ
と

を
決
め
、
厚
生
省
も
認
め
た
こ

と
か
ら
や
や
変
化
が
起
こ
り
つ

つ
あ
る
。自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
、

独
自
の
免
除
・
軽
減
策
が
相
次

い
で
打
ち
出
さ
れ
て
き
て
い

る
。

第
三
は
利
用
料
の
関
係
で
あ

る
。
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、

施
設
を
利
用
す
る
高
齢
者
の
食

費
負
担
の
軽
減
が
決
ま
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
に
特
別
対
策
で

低
所
得
者
へ
の
激
変
緩
和
策
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
す
で

に
入
っ
て
い
る
人
へ
の
激
変
緩

和
の
た
め
の
五
年
間
に
わ
た
る

特
別
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

利
用
料
に
関
し
て
は
事
業
者

間
の
競
争
で
割
引
合
戦
が
起
こ

る
可
能
が
あ
る
が
、
厚
生
省
は

一
割
の
利
用
料
を
と
る
こ
と
を

前
提
に
金
額
に
つ
い
て
は
割
引

も
認
め
る
発
言
を
し
て
い
る
。

介
護
保
険
条
例
な
ど
を

め
ぐ
る
動
き

次
に
介
護
保
険
条
例
に
つ
い

金
沢
市
で
は
、
介
護
保
険
事

業
計
画
等
策
定
委
員
会
と
そ
の

下
に
設
け
ら
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
の
両
方
に
公
募
委
員
が

加
わ
り
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

四
回
開
催
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
ス
タ
イ
ル
で
計
画
策

定
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
計

画
自
体
も
、
介
護
保
険
事
業
計

画
と
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
一

体
の
も
の
と
し
、
全
体
を
貫
く

基
本
的
視
点
を
国
際
高
齢
者
年

の
理
念
も
踏
ま
え
て
設
定
す
る

な
ど
、
新
し
い
提
起
を
含
ん
で

い
る
。

ま
た
、
四
月
以
降
の
実
施
に

つ
い
て
、
介
護
保
険
運
営
協
議

会
を
公
募
委
員
も
含
む
形
で
設

置
し
、
そ
の
な
か
に
苦
情
に
関

す
る
専
門
組
織
を
設
け
て
実
質

的
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
機
能
を

も
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
も

積
極
的
な
内
容
で
あ
る
。

計
画
の
内
容
と
し
て
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

地
域
サ
ロ
ン
を
核
に
し
た
小

地
域
ご
と
の
高
齢
者
地
域
ネ

ッ
ト
の
整
備
を
う
た
っ
た
こ

と
、
保
健
活
動
や
地
域
サ
ロ

（
６
面
の
つ
づ
き
）

最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
医

療
・
福
祉
関
係
者
の
担
う
べ
き

役
割
と
期
待
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
冒
頭
で
話
し
た
よ
う
に
、

四
月
以
降
は
制
度
を
具
体
的
な

か
た
ち
に
し
て
い
く
特
別
に
重

要
な
時
期
で
あ
る
。
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
ひ
と
つ
た
り
と
も
見
逃

さ
ず
、
不
服
審
査
請
求
、
行
政

へ
の
改
善
の
申
し
入
れ
、
検
討

会
、
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
て
公

に
し
て
具
体
的
な
改
善
を
求
め

て
い
く
、
あ
る
い
は
問
題
点
を

整
理
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
あ
る
。

制
度
の
利
用
・
運
営
に
関
わ

っ
て
は
、
介
護
を
要
す
る
状
態

に
な
っ
た
人
の
多
く
は
最
初
に

医
療
機
関
を
た
ず
ね
る
こ
と
か

ら
、そ
の
際
に
医
師
・
医
療
機
関

が
介
護
保
険
の
利
用
へ
ど
う
橋

渡
し
す
る
か
が
き
わ
め
て
重
要

に
な
る
。ま
た
、主
治
医
の
意
見

書
の
記
述
、介
護
認
定
審
査
会

に
お
け
る
発
言
も
認
定
を
直
接

左
右
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
対
応
を
厳
し
く
求
め
た
い
。

医
療
・
福
祉
関
係
者
の
多
く

は
、
事
業
者
と
し
て
の
役
割
も

担
う
こ
と
に
な
る
。
利
用
者
の

権
利
を
担
う
存
在
と
し
て
の
自

覚
を
も
っ
て
、
事
業
者
と
し
て

の
在
り
方
を
積
極
的
に
問
題
に

し
、
そ
の
在
り
方
を
具
体
的
に

新
刊 医療・福祉研究 
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て
で
あ
る
が
、
国
の
示
す
条
例

準
則
は
最
低
限
の
内
容
し
か
盛

り
込
ま
れ
て
い
な
い
管
理
的
条

例
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
独
自

の
内
容
を
ど
こ
ま
で
盛
り
込
ま

せ
る
か
が
焦
点
に
な
っ
て
い

る
。具

体
的
に
は
、制
度
の
目
的
、

基
本
理
念
、
市
町
村
の
責
務
、

実
施
体
制
、
保
険
料
・
利
用
料

の
減
免
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度

な
ど
が
追
加
項
目
の
要
求
と
し

て
挙
が
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
介
護
認
定
に
関

し
て
独
自
の
基
準
を
定
め
る
な

ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定
の
不
備

を
補
う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
、
認
定
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
が

間
に
合
わ
な
い
お
そ
れ
も
出
て

き
た
こ
と
、
療
養
型
病
床
群
の

介
護
保
険
へ
の
切
り
替
え
が
、

大
幅
に
予
想
を
下
回
る
可
能
性

が
出
て
き
た
こ
と
な
ど
が
重
要

な
点
で
あ
る
。

三
、 金
沢
市
の
取
り
組
み
と 

 

　
　
　
　  

計
画
の
概
要 

ン
を
中
心
に
介
護
予
防
の
強

化
を
提
起
し
た
こ
と
、
痴
呆

の
あ
る
高
齢
者
へ
の
支
援
策

を
独
自
の
項
目
と
し
て
盛
り

込
ん
だ
こ
と
、
自
宅
、
施
設

以
外
の
様
々
な
生
活
の
場
の

整
備
を
総
合
的
に
提
起
し
た

こ
と
、
高
齢
者
の
参
加
、
権

利
保
障
の
あ
り
方
を
具
体
的

に
提
示
し
た
こ
と
（
図
参
照
）、

自
立
と
判
定
さ
れ
た
人
へ
の

支
援
策
を
一
通
り
盛
り
込
ん

だ
こ
と
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
点
で
具
体

化
は
来
年
度
以
降
に
持
ち
越
さ

れ
て
お
り
、
四
月
以
降
に
命
運

が
か
か
っ
て
い
る
。

四
、 

今
後
の
課
題
と 

 

医
療
・
福
祉
関
係
者
へ
の
期
待 

示
し
な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

む
け
て
主
導
的
な
役
割
を
そ
れ

ぞ
れ
が
果
た
し
て
い
く
こ
と
も

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
を
は
じ
め
、
医

療
、
福
祉
の
整
備
が
そ
の
地
域

で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

た
め
に
決
定
的
な
条
件
で
あ
る

こ
と
、
そ
れ
ら
の
整
備
が
地
域

の
経
済
や
財
政
を
再
生
し
て
い

く
う
え
で
も
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
、
専
門
家
の
立
場
か
ら
積

極
的
に
、
説
得
的
に
発
言
し
て

ほ
し
い
。

最
後
に
、
住
民
の
様
々
な
要

求
に
積
極
的
に
向
か
い
合
い
、

一
緒
に
考
え
、
そ
の
実
現
を
求

め
る
具
体
的
な
動
き
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
知

恵
と
力
を
発
揮
す
る
、
い
わ
ば

地
域
の
「
知
恵
袋
」
と
し
て
の

役
割
も
多
い
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
ま

と
め
と
し
た
い
。

◎ 

介
護
保
険
に
関
す
る
ご
意
見
・ 

 

ご
質
問
な
ど
を
協
会
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 
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お
サ
ル
先
生
は
、
あ
の
一
件

が
余
程
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の

か
、
何
や
か
や
と
理
由
を
つ
け

て
一
人
暮
ら
し
の
人
の
往
診
を

断
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
で
き
る
だ
け
ナ
ー
ス
は
連

れ
て
行
く
よ
う
に
し
た
い
と
思

っ
て
は
い
る
の
だ
が
、
午
後
の

時
間
帯
は
ギ
リ
ギ
リ
の
ス
タ
ッ

フ
で
や
り
く
り
し
て
い
る
の

で
、
ま
ま
な
ら
な
い
。
一
人
で

ノ
コ
ノ
コ
と
一
人
暮
ら
し
の
人

を
往
診
し
て
、
あ
と
で
『
先
生

が
変
な
こ
と
を
し
た
』
と
か

『
何
か
を
取
っ
て
行
っ
た
』
な

ど
と
謂
わ
れ
も
な
い
こ
と
を
言

わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
恐

怖
感
が
先
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
「
お
サ
ル
医
院
」

の
周
囲
は
旧
市
街
の
常
で
、
老

人
所
帯
、
年
寄
り
の
一
人
暮
ら

し
が
増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
こ

と
ば
か
り
言
っ
て
い
て
は
、
世

の
中
に
背
を
向
け
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
！
　
と
、
お
サ
ル

先
生
な
り
の
良
心
の
呵
責
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
ん
な
あ
る
夜
、
医
師
会
の

会
合
で
、
駅
裏
の
飲
み
屋
街
の

ド
真
ん
中
で
開
業
す
る
Ｅ
先
生

と
隣
り
合
わ
せ
た
。
Ｅ
先
生
は

体
格
も
立
派
で
、
お
サ
ル
先
生

と
は
違
っ
て
大
ら
か
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。（
そ
う
い
え
ば
、
飲

み
屋
街
で
は
ア
ル
中
の
患
者
も

多
い
だ
ろ
う
ナ
。
Ｅ
先
生
は
い

っ
た
い
ど
う
対
応
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
）
思
い
切
っ
て
Ｅ
先

生
に
声
を
か
け
て
み
た
。

「
失
礼
で
す
が
、
Ｅ
先
生
。

先
生
の
所
に
は
飲
み
屋
の
人
な

ん
か
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
往

診
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

か
？
」

自
分
で
も
（
い
き
な
り
、
な

ん
て
失
礼
な
質
問
を
し
た
も
ん

だ
）
と
お
サ
ル
先
生
は
頭
を
か

い
た
が
、
Ｅ
先
生
は
見
か
け
通

り
温
厚
な
感
じ
で
応
じ
て
く
れ

た
。「

ボ
ク
は
飲
み
屋
の
マ
マ
さ

ん
た
ち
は
だ
い
た
い
顔
見
知
り

だ
か
ら
ね
。
お
客
が
酔
い
つ
ぶ

れ
た
と
か
、
マ
マ
さ
ん
自
身
が

調
子
が
悪
い
と
か
、
呼
ば
れ
て

出
て
い
く
こ
と
も
多
い
け
ど

ね
・
・
・
」

こ
の
人
な
ら
悩
み
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
！
と
直
感
し
た

お
サ
ル
先
生
は
、
先
日
の
出
来

事
を
手
短
か
に
話
し
た
。

「
そ
う
か
ぁ
。
そ
う
い
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
ね
ぇ
。
や
っ

ぱ
り
絶
対
に
ス
キ
を
つ
く
ら
な

い
毅
然
と
し
た
態
度
な
ん
だ
ろ

う
な
ぁ
、
大
事
な
の
は
。
で
も

ね
ぇ
、
う
ち
の
飲
み
屋
街
で
も

最
近
多
く
な
っ
た
の
は
痴
呆
老

人
の
一
人
暮
ら
し
な
ん
だ
ぁ
」

そ
う
い
え
ば
駅
の
再
開
発
に

よ
る
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
の
た

め
、
若
い
人
た
ち
は
郊
外
に
出

て
し
ま
い
、
高
齢
者
が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
、
と
新
聞
に
載

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
。「

一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
火

の
不
始
末
が
不
安
だ
か
ら
、
何

と
か
し
て
く
れ
！
と
近
所
の
人

が
相
談
を
持
ち
か
け
て
来
る
こ

と
が
あ
っ
て
ね
ぇ
」

（
Ｅ
先
生
は
そ
ん
な
相
談
に

も
の
っ
て
る
ん
だ
）
と
、
ま
さ

に
〝
町
の
先
生
〞
と
し
て
〝
よ

ろ
ず
相
談
所
〞
と
し
て
信
頼
さ

れ
て
い
る
Ｅ
先
生
に
ち
ょ
っ
ぴ

り
羨
望
を
感
じ
な
か
っ
た
と
い

え
ば
嘘
に
な
る
し
、
ま
た
Ｅ
先

生
の
何
で
も
話
し
や
す
い
人
柄

を
考
え
れ
ば
当
然
か
な
ぁ
と
も

思
っ
た
。

「
そ
ん
な
患
者
さ
ん
へ
の
往

診
は
、
必
ず
ナ
ー
ス
を
連
れ
て

行
っ
て
る
よ
ぉ
」

「
で
も
夜
は
ど
う
し
て
ら
っ

し
ゃ
る
ん
で
す
か
？
」

「
夜
は
民
生
委
員
だ
よ
ぉ
。

ボ
ク
の
幼
な
じ
み
が
町
の
民
生

委
員
を
し
て
い
て
ね
ぇ
。
彼
と

は
ツ
ー
カ
ー
な
ん
だ
ぁ
。
彼
を

叩
き
起
こ
し
て
い
っ
し
ょ
に
行

く
の
さ
ぁ
」

「
え
っ
っ
！
『
民
生
委

員
』
？
？
」

「
あ
れ
っ
っ
？
　
お
サ
ル
先

生
は
自
分
の
町
の
民
生
委
員
も

知
ら
な
い
の
ぉ
ぉ
？
　
開
業
す

る
時
に
町
の
民
生
委
員
に
一
升

瓶
さ
げ
て
あ
い
さ
つ
し
に
行
く

の
は
、
開
業
医
の
ジ
ョ
ー
シ
キ

だ
よ
ぉ
ぉ
。」
お
サ
ル
先
生
は

目
を
シ
ロ
ク
ロ
さ
せ
た
。

数
日
後
、
先
輩
の
Ｍ
先
生
に

こ
の
日
の
Ｅ
先
生
と
の
や
り
取

り
を
お
サ
ル
先
生
は
得
意
気
に

話
し
た
。「
民
生
委
員
と
連
携

を
と
っ
て
う
ま
く
や
れ
ば
い
い

ん
で
す
よ
ね
」

「
・
・
・
」
Ｍ
先
生
は
し
ば

ら
く
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
が
、

「
お
サ
ル
先
生
。
一
度
、
地
域

の
民
生
委
員
に
ゆ
っ
く
り
話
を

聞
い
て
み
た
ら
い
い
。
彼
ら
が

ど
う
い
う
気
持
ち
で
人
々
に
接

し
て
い
る
の
か
。
福
祉
に
携
わ

る
人
た
ち
の
掛
け
値
な
し
の

〝
優
し
い
気
持
ち
〞
が
あ
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
、
君
は
知
る

べ
き
だ
」

落
ち
着
い
た
口
調
の
中
に
Ｍ

先
生
の
厳
し
さ
を
感
じ
た
お
サ

ル
先
生
は
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
民
生
委
員
と
共
に
歩
ん
で

来
た
Ｍ
先
生
の
ゆ
る
ぎ
な
い
信

念
と
、
お
サ
ル
先
生
に
是
非
知

っ
て
も
ら
い
た
い
世
界
が
あ
る

の
だ
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

◇

介
護
保
険
の
下
で
は
、
被
保

険
者
は
〝
顧
客
〞
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
に
と
っ
て
〝
商
売
上

都
合
の
悪
い
客
（
金
払
い
が
悪

い
、
痴
呆
が
あ
る
等
々
）〞
―

本
来
福
祉
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る

べ
き
人
々
が
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
。

介
護
保
険
の
施
行
に
伴
っ
て
、

民
生
委
員
の
役
割
が
ど
の
よ
う

に
変
貌
し
て
い
く
の
か
？
　
む

し
ろ
、
そ
の
重
要
性
は
か
え
っ

て
増
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま

す
。少

し
お
時
間
を
い
た
だ
き
、

こ
の
辺
り
を
取
材
し
て
掘
り
下

げ
て
い
っ
て
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

9

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

（解答4面）

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は４面にあります） 

故乗岡六段の通信対局に出来た形 
で白番です。黒は駄目詰まりの嫌な 
形です。 

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、保
険
医
 

協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

おサル先生への専門医からのアドバイス

おサル先生２月号のエピソードに登場する“Ｗさん”の行動に、どうも釈然としないも

のを感じておりましたので、金沢市で心療内科・内科・神経科を開業されている先生にご

相談しましたところ、以下のようなご意見をいただきましたのでご紹介いたします。実はこ

のコメントは私にとっては目からウロコだったのですが、一見不条理でショッキングな体

験でも、専門家の目を通して冷静に事態を把握しておく必要性を感じました。（小川滋彦）

さて、ご相談の件ですが、Ｗさんについては、「妄想」の原因診断と「アルコール問題」

の程度の評価とをする必要があると思います。「妄想」は、痴呆など脳器質性のものか

（見当識、記憶、知的能力などの障害を伴う）、妄想だけで他の精神症状がない妄想性障害

(パラノイア）によるものかの鑑別が必要です。

アルコール精神病による作話（コルサコフ症候群：記銘力障害、失見当識、作話）の可

能性もあります。これについては、生活面の過剰な負担がある場合はその改善と、抗精神

病薬（ハロペリドールやドグマチール）による薬物療法が必要です。しかし本人に病識が

ない場合がほとんどで、家族の介入が無いと、治療導入は難しいと思います。

「アルコール問題」は、離脱症状や病的飲酒行動があって日常生活や仕事上大きな問題

を引き起こす、「アルコール依存症」があるのか、健忘や酒癖が悪い程度の「複雑酩酊」

であるかです。この治療も、本人の「酒を止める」という意思がないと、治療ラインには

乗りません。依存症の場合は、プログラムによる教育入院をしたり、断酒会に入って、完

全に酒を止めるという行動を続ける必要があります。治療は、本人の病識、治療意欲がな

く難しいと思います。身内の助けが得られない場合は、保健所に相談してみてはどうでし

ょうか・・・。（石井陽）
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PEG（経皮内視鏡的胃瘻造設術）に関するご質問をいただきました！
小川　滋彦（金沢市・内科）

実は、ＰＥＧ（経皮内視鏡的胃瘻造設術）に関するご質問は、個人的に直接いただいたものを含め、すでに何件か個別に対応してきたのですが、紙

面で一度ご紹介をと思いつつ、延び延びになってしまった怠慢をお許し下さい。

さて、ご相談いただいたケースにはいくつかの共通項があることに気が付いたので、代表的なトラブルとその対応策についてまとめてみたいと思い

ます。

【質問】胃瘻のまわりが発赤してジクジクして
おり、分泌物が多いのですが？
【回答】まず、（１）外部バンパーがちゃんと十
分に緩めてあって、しかも押し込むようにして
いるかどうか。以前、相談を受けて見に行った
施設では、外部バンパーがきつく締めたままに
なっており、緩めたとたんに膿汁が胃瘻部から
ほとばしり出たことがありました。瘻孔部感染
の原因のほとんどはバンパーの締め付けによる
圧迫・虚血です。
次に（２）胃瘻カテーテルが同じ方にばかり
向いて倒れているため、瘻孔の一部分にばかり
張力がかかり、圧迫・虚血が生じていないかど
うか。胃瘻カテーテルは日に何回か頭側・尾
側・・・と向きを変えておく必要があります。
続いて（３）スキンケアの問題。瘻孔からの
分泌物はこまめに拭き取る。ただそれだけ！
“ぬれティッシュ”でも蒸しタオルでも何でも
よい。決してゲンタシン軟膏を塗ったり、イソ
ジンを塗り重ねたりしてはなりません（イソジ
ンは使っても良いが必ず流水で洗っておくこ
と）。ガーゼで後生大事に覆っておくのが一番
悪い。胃瘻はおヘソと同じ。お風呂に入って石
鹸で洗うのが一番良い。「お湯が入るのがコワ

イ」と言っておヘソにビニールでフタをしてお
風呂に入る人はいないですよね。胃瘻は鼻の穴
と同じ。ハナミズが出れば、それを拭き取るだ
けのこと。ハナミズが汚いからといって、鼻の
穴をガーゼで覆ったり、ゲンタシン軟膏を塗り
たくる人はいないですよね。
もちろん、今述べたことはすべて瘻孔完成期

（慢性期）、すなわち胃瘻造設後２週間を経てか
らの注意事項です。
『写真１』は、金沢市内の内科の先生が訪問
診療している胃瘻の患者さんで、【質問】のよ
うなご相談を受け、見に行ってほしいとご依頼
を受けました。胃瘻周囲の発赤も強いしジクジ

クしています。今ほど申し上げたことを介護者
である奥さんにご指導しましたところ、１週間
後には『写真２』のように赤味も取れ、乾いた
感じになりました。これぞスキンケアの極意で
ございます。
そして、以上を試みてもうまくいかない症例
は、かなりの上級コース（？）です。その場合
のテキストとして、一昨年、保険医協会でＰＥ
Ｇの講師にお招きした北里大学東病院ＥＴナー
ス・松原康美先生が監修された、カラー図譜
『ＰＥＧ術後のスキンケアとスキントラブル対
処法』がおすすめです（メディコン社から提供
を受けることができます）。

医療職として、患者さんに接するときの心構えやルールを私たちはしっかりと学び身につけてきたでしょうか。医療に携わるす
べての人に求められる資質を、バイオエシックスの視点を交えわかりやすく解説していただきます。 

◆「バイオエシックス」とは…医療のみならずビオス（生命、生物、生活）のすべてにかかわりを持つ、人間の尊厳の尊重に根ざした人
権運動であり、公共政策づくりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （木村利人『いのちを考える』より） 

石川県言語聴覚士会設立記念講演会 

ささえあい医療人権センターCOML（コムル） 
医療を消費者の目でとらえようと、1990年9月に活動をスタートした市

民グループ。患者一人ひとりが「いのちの主人公」「からだの責任者」として
の自覚を持ち、主体的に医療に参加していこうと呼びかけている。患者と医
療者が対話を重ねながら、互いに気づき合い、歩み寄り、より良いコミュニ
ケーションづくりを目指している。毎月のニュースレター発行、電話・手紙
相談、フォーラムやミニセミナー「患者塾」の開催、模擬患者活動、病院探
検隊など、さまざまな活動を展開中。 

石川県言語聴覚士会 
石川県に在住または在職する「言語聴覚士」の職能団体。言語聴覚士は、
言語や聴覚の障害によってコミュニケーションに不利を生じた方々に対し、
評価・訓練・助言を行う専門職で、平成11年に国家資格者が誕生した。石
川県内には現在、病院を主に31施設47名の言語聴覚士がいるが、必要な
方すべてにサービスが行き届いていないのが現状。石川県言語聴覚士会
では、言語聴覚サービスの普及と質の向上を目指し、ニュースレター発行、
講演会開催、言語聴覚に関するボランティア活動などを展開する予定。 

と　き　平成12年4月9日（日） 午後1時30分～3時30分 

ところ　石川県立中央病院健康教育館大研修室 

入場無料　手話通訳がつきます 

後悔しない医療を受けるために 
―バイオエシックスのすすめ― 

講師　辻本　好子 氏（ささえあい医療人権センターCOML代表） 

●問い合わせ 
石川県言語聴覚士会設立準備会事務局　〒923‐8551 小松市加賀八幡温泉病院言語療法科 TEL.0761‐47‐1212（代） FAX.0761‐47‐1941

【写真1】 【写真2】



み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
の
十
一
歳
に
な
る
双
子
の

娘
た
ち
は
「
聴
覚
障
害
」
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
て
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。「
ど
う
し
よ
う
、

困
っ
た
な
ぁ
」
と
泣
い
て
ば
か

り
の
日
々
。
で
も
あ
る
日
、
こ

う
思
っ
た
の
で
す
。
い
い
じ
ゃ

な
い
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く

て
も
、
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
で

あ
る
前
に
私
の
か
け
が
え
の
な

い
娘
た
ち
。
そ
れ
だ
け
で
十
分

で
は
な
い
か
と
。

で
も
現
実
問
題
、
耳
が
聞
こ

え
な
い
子
の
子
育
て
は
や
は
り

大
変
な
こ
と
の
連
続
で
し
た
。

幼
児
期
何
度
も
聴
力
低
下
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
私
は
時
に
激
し

く
落
ち
込
み
、
で
も
わ
ず
か
な

娘
の
成
長
に
希
望
を
つ
な
い
で

「
こ
と
ば
」
と
「
心
」
を
育
て

よ
う
、
と
が
ん
ば
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
年
生
に
な
っ
た

時
、
二
人
の
姿
は
喜
び
に
溢
れ

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
そ
の
姿
に
私
は
喜
び
と
同

時
に
こ
の
先
待
ち
受
け
て
い
る

困
難
を
苦
慮
せ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、「
聴

覚
障
害
」
＝
「
情
報
障
害
」
だ

か
ら
で
す
。

小
学
校
に
入
学
す
る
と
い
う

こ
と
は
小
さ
な
社
会
に
子
ど
も

自
身
が
一
人
で
身
を
置
く
わ
け

で
、
こ
れ
か
ら
は
「
社
会
」
が

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
の
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

周
り
の
人
た
ち
の
あ
た
た
か
い

ま
な
ざ
し
が
子
ど
も
た
ち
―
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
助
け
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
く
、
私
た
ち
大
人
の
責

任
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
う

感
じ
た
時
、
娘
た
ち
の
親
と
し

て
な
す
べ
き
こ
と
は
自
ら
決
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
は
「
少
し
で
も
多
く

の
人
に
〝
聴
覚
障
害
〞
を
正
し

く
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
社
会
に
向

か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
」。

『
み
み
ネ
ッ
ト
い
し
か
わ
』
は

そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
個

人
発
信
の
通
信
誌
で
す
。

私
が
ア
ニ
メ
映
画
『
ｐ
ｉ
ｐ

ｉ
ピ
ピ
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
』
に

出
会
っ
た
の
は
今
か
ら
四
年

前
、こ
ん
な
思
い
の
時
で
し
た
。

ピ
ピ
は
生
ま
れ
つ
き
羽
根
が

縮
れ
て
飛
べ
な
い
ホ
タ
ル
で
し

た
。
私
は
、
ピ
ピ
が
ク
ラ
ス
の

中
で
た
だ
一
人
補
聴
器
を
つ
け

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
娘
た
ち
、

多
く
の
聴
覚
障
害
の
子
ど
も
た

ち
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
見

え
ま
し
た
。

「
飛
べ
な
く
て
も
僕
は
ホ
タ

ル
な
ん
だ
」。
仲
間
た
ち
も
ピ

ピ
の
悲
し
み
を
分
け
合
い
、
一

緒
に
な
っ
て
美
し
い
環
境
を
求

め
旅
に
出
る
と
い
う
勇
気
あ
ふ

れ
る
冒
険
ス
ト
ー
リ
ー
。
そ
の

中
に
、や
さ
し
さ
や
思
い
や
り
、

心
に
残
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
娘
た
ち
に
観
せ

て
や
り
た
い
！
　
娘
た
ち
と
共

感
し
た
い
！
　
こ
う
強
く
思
っ

た
私
は
中
田
監
督
に
「
字
幕
を

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
願
い
出
ま

す
。
娘
た
ち
に
は
字
幕
が
な
い

と
映
画
が
分
か
ら
な
い
か
ら
で

す
。こ

う
し
て
ピ
ピ
に
は
字
幕
が

付
い
て
、
石
川
県
の
多
く
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
応
援
の
も
と
、

二
年
間
で
二
十
五
カ
所
、
す
べ

て
の
上
映
を
字
幕
付
き
で
、
あ

い
さ
つ
に
は
手
話
通
訳
、
と
い

う
全
国
で
も
初
め
て
の
画
期
的

な
上
映
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。私

は
一
般
の
方
々
が
〝
字

幕
〞
を
ど
う
捉
え
て
下
さ
る
の

か
、
と
て
も
心
配
で
し
た
。
で

も
皆
さ
ん
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
！
「
今

ま
で
〝
字
幕
〞
な
ん
て
ち
っ
と

も
気
づ
か
な
か
っ
た
。
み
ん
な

が
一
緒
に
映
画
を
楽
し
め
る
、

こ
の
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
良

か
っ
た
よ
！
」
と
言
っ
て
下
さ

っ
た
の
で
す
。

〝
字
幕
〞
は
聞
こ
え
な
い
こ

と
を
理
解
す
る
疑
似
体
験
だ
っ

た
の
で
す
。
共
に
一
喜
一
憂
し

な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
者
も
な

い
者
も
共
に
生
き
、
喜
び
も
悲

し
み
も
分
か
ち
合
え
る
こ
と
を

体
験
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

ピ
ピ
の
字
幕
付
上
映
は
「
気
づ

き
と
受
容
」
を
多
く
の
人
々
に

提
案
し
、
〝
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
〞
を
私
た
ち
の
心
に
届
け
て

く
れ
た
の
で
し
た
。

す
べ
て
の
映
像
に
〝
字
幕
〞

が
ほ
し
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち

は
精
一
杯
生
き
て
い
ま
す
。

〝
字
幕
〞
で
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
応
援
し
て
や
っ
て
ほ
し
い

の
で
す
。

〝
字
幕
〞
は
中
田
新
一
監
督

の
最
新
作
『
チ
ン
パ
オ
』
へ
と

繋
が
り
、
こ
の
春
か
ら
全
国
に

先
が
け
て
字
幕
付
上
映
会
が
始

ま
り
ま
す
。（
日
中
友
好
協
会

主
催
）

『
チ
ン
パ
オ
』
は
、
日
中
平

和
友
好
条
約
締
結
二
十
周
年
記

念
と
し
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
私
た

ち
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん

な
バ
ト
ン
を
手
渡
し
て
や
れ
る

の
か
を
模
索
し
た
作
品
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

中
田
監
督
は
す
ご
い
仕
事
を

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
に

対
す
る
歴
史
認
識
が
ま
っ
た
く

違
う
日
本
と
中
国
で
、
お
互
い

に
納
得
す
る
ま
で
激
し
い
議
論

を
重
ね
な
が
ら
フ
ィ
フ
テ
ィ
・

フ
ィ
フ
テ
ィ
で
創
り
上
げ
た
合

作
映
画
な
の
で
す
。
中
国
で
は

日
本
の
兵
士
は
「
鬼
」
だ
と
い

う
教
育
が
な
さ
れ
て
き
て
、
主

人
公
の
「
相
沢
」
の
よ
う
な
や

さ
し
い
心
の
兵
士
は
い
る
は
ず

が
な
い
、
と
い
う
の
で
す
。
ま

た
、
中
国
の
俳
優
さ
ん
に
こ
の

台
詞
は
言
わ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
こ
と
も
。

で
も
、
両
国
の
共
通
の
思
い

は
「
子
ど
も
を
戦
場
に
送
り
込

ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
世
界

中
の
誰
も
が
願
う
こ
の
思
い
を

真
ん
中
に
置
い
て
、
今
、
大
人

の
が
ん
ば
り
時
で
す
。
歴
史
を

学
び
、
反
省
し
、
次
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
の
は
私
た
ち
大
人

の
役
割
で
す
。私
も
娘
た
ち
も
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
観
る
の
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
チ
ン
パ
オ
」
の
字
幕
付
上

映
会
、
ぜ
ひ
、
応
援
し
て
下
さ

い
。

2000年３月15日（毎月15日発行）（10）第334号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

み
み
ネ
ッ
ト
い
し
か
わ
主
宰
者
　
佐
原
　
郁
代 

● 連 絡 先 ● 

み
み
ネ
ッ
ト
い
し
か
わ 

す
べ
て
の
映
画
に〝
字
幕
〞を 

金沢市円光寺1丁目17番6号 
TEL／FAX 076（244）1369

そ
し
て『
チ
ン
パ
オ
』に
も
字
幕
が
付
い
て 

その8

中田新一監督と佐原さん親子

中田監督の最新作「チンパオ」のパンフ

佐原さんの発行する通信誌『みみネットいしかわ』

〝
聴
覚
障
害
〞へ
の

理
解
と
支
援
を
求
め
て

ピ
ピ
の
感
動
を

子
ど
も
た
ち
に
も

『
チ
ン
パ
オ
』に
も

字
幕
が
付
い
て

●ご希望の方は協会まで● 
TEL（076）222‐5373  FAX（076）231‐5156 
E-mail:iskw-sugino@doc-net.or.jp 
※お申込みの方にはチケットと郵便振替用紙をお送りし
ます 

チンパオ 
チンパオ前売割引券 

4月22日（土）野々市町文化会館（フォルテ） 
①14：00～15：30　②16：00～17：30 
③18：00～19：30 
※上映はすべて字幕付きです 
◆前売協力券◆（石川県上映共通観賞券） 
大人1,200円（中学生以上～一般  当日券1,500円の処） 
小人　800円（4歳以上～小学生  当日券1,100円の処） 
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温
暖
な
伊
豆
に
は
ワ
ニ
園
、

サ
ボ
テ
ン
園
な
ど
南
国
な
ら
で

は
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
に
伊
豆
半
島
南
端

の
下
田
近
辺
に
河
津
町
が
あ
り

ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
太
平
洋
の
黒
潮

と
伊
豆
七
島
が
望
ま
れ
、
今
で

も
大
相
撲
で
年
一
回
く
ら
い
テ

レ
ビ
と
か
新
聞
で
見
ら
れ
る
決

ま
り
手
の
ひ
と
つ「
河
津
掛
け
」

の
考
案
者
河
津
三
郎
（
力
士
）

が
合
祀
さ
れ
た
河
津
八
幡
神
社

に
は
、
朝
夕
の
鍛
錬
に
使
っ
た

と
い
う
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
力

石
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
伊
豆
急
行
電
鉄
河
津

駅
前
に
は
河
津
三
郎
の
子
で
あ

り
、
仇
討
ち
で
知
ら
れ
た
曽
我

兄
弟
の
像
が
あ
り
有
名
な
所
で

す
。
そ
こ
に
数
年
前
か
ら
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
と
ハ
ヤ
ザ
キ
オ
オ
シ

マ
ザ
ク
ラ
の
自
然
交
配
種
と
考

え
ら
れ
る
河
津
桜
が
あ
っ
て
、

一
月
下
旬
よ
り
つ
ぼ
み
が
ほ
こ

ろ
び
始
め
、
花
は
暖
か
み
の
あ

る
淡
い
ピ
ン
ク
色
。
花
径
は
約

三
セ
ン
チ
で
、
現
在
で
は
町
内

に
約
千
本
が
埴
裁
さ
れ
て
い
ま

す
。二

月
中
の
各
土
日
に
は
駅
周

辺
で
河
津
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
で
は
各
地
で
知
ら

れ
、
第
六
回
の
一
九
九
六
年
に

十
万
人
、
以
後
第
七
回
に
二
十

万
人
、
第
八
回
に
四
十
万
人
と

倍
増
し
、
昨
年
は
そ
の
花
見
客

百
万
人
と
な
り
、
十
回
目
を
迎

え
る
今
年
は
伊
豆
世
紀
創
造
祭

の
一
イ
ベ
ン
ト
に
位
置
付
け
ら

れ
、
昨
年
を
上
回
る
来
遊
客
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨年100万人が花見におとずれた伊豆桜まつり
（1999年２月22日撮影）

伊豆桜まつり
名誉会長　後藤田　博之（静岡県熱海市在住）

寄稿

全
羅
北
道
全
州
に
あ
る
李

整
形
外
科
医
院
の
院
長
先

生
、
奥
様
、
趙
延
吉
医
師
、

金
一
換
医
師
に
金
務
信
看
護

部
長
ら
が
団
体
で
見
学
に
来

ら
れ
、
本
隊
は
三
泊
四
日
で

帰
国
さ
れ
た
。
看
護
部
長
一

人
居
残
り
二
週
間
の
研
修
を

続
け
た
。
彼
女
は
英
語
も
日

本
語
も
話
さ
な
い
伝
統
的
で

愛
国
的
な
純
粋
培
養
の
韓
国

女
性
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
私
は
全
州
の
先

生
方
の
招
待
に
応
じ
て
、
数

年
前
の
五
月
初
旬
に
初
め
て

全
州
を
訪
れ
た
。
全
州
は
全

州
ピ
ビ
ン
パ
ッ
プ
に
代
表
さ

れ
る
如
く
に
韓
国
一
の
食
の

都
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
韓

国
一
の
穀
倉
地
帯
・
湖
南
平

野
の
中
心
に
あ
る
後
百
済
時

代
の
都
で
も
あ
る
。

私
の
医
院
に
研
修
に
来
ら

れ
た
先
生
方
を
現
地
に
訪
問

す
る
と
、
人
を
集
め
て
歓
迎

会
を
催
し
て
下
さ
る
。
会
食

が
賑
や
か
に
な
る
こ
ろ
、
必

ず
イ
ル
ボ
ン
（
日
本
）
・
パ

ン
ム
ン
（
訪
問
）
ポ
ゴ
（
報

告
）
会
に
な
る
。
全
州
で
も

金
務
信
女
史
は
情
熱
的
に
イ

ル
ボ
ン
滞
在
の
体
験
を
語
り

始
め
た
。
イ
ル
ボ
ネ
ソ
ヌ
ン

（
日
本
で
は
）
と
始
ま
る
が
、

小
松
空
港
に
到
着
し
松
任
に

二
週
間
滞
在
し
、
小
松
空
港

か
ら
離
陸
す
る
ま
で
の
出
来

事
の
ポ
ゴ
で
あ
る
。
イ
ル
ボ

ン
サ
ラ
ム
は
勤
勉
だ
と
か
、

親
切
だ
と
か
、
患
者
さ
ん
は

静
か
で
秩
序
正
し
い
と
か
、

イ
ル
ボ
ン
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
美
し
い
と
か
、
院
内
は
清

潔
で
整
理
が
行
き
届
い
て
い

る
と
か
多
少
は
褒
め
て
頂
け

る
。
し
か
し
そ
の
後
は
少
し

ず
つ
怪
し
げ
な
ポ
ゴ
と
な
っ

て
い
く
。
イ
ル
ボ
ン
チ
ュ
ブ

ヌ
ン
（
主
婦
は
）
カ
サ
ル
ル

（
家
事
を
）
ハ
ジ
ア
ナ
ヨ

（
し
な
い
）
と
か
、
シ
ク
サ

（
食
事
）
ジ
ュ
ン
ビ
（
準
備
）

シ
ガ
ヌ
ル
（
時
間
を
）
コ
リ

ジ
ア
ナ
ヨ
（
か
け
な
い
）
と

か
、
ウ
リ
チ
プ
サ
ラ
ム
（
家

内
）
の
観
察
事
項
が
次
々
と

暴
露
さ
れ
て
苦
笑
し
て
し
ま

う
。
そ
の
う
ち
に
、
イ
ル
ボ

ン
に
は
美
人
が
少
な
い
と

か
、
女
の
人
は
フ
ァ
ジ
ャ
ン

（
化
粧
）
し
な
い
と
か
、
服

装
の
色
彩
感
覚
が
悪
い
と

か
、
美
し
く
す
る
こ
と
に
シ

ン
ギ
ョ
ン
グ
ル
（
神
経
を
）

ス
ジ
（
使
わ
）
ア
ナ
ヨ
（
な

い
よ
）
と
言
う
類
の
傑
作
な

ポ
ゴ
が
次
か
ら
次
と
続
く
。

要
す
る
に
個
人
的
な
性
癖
や

傾
向
、
日
韓
の
ス
プ
ク
ワ
ン

チ
ャ
イ
（
習
慣
差
異
）
や
ム

ナ
チ
ャ
イ
（
文
化
差
異
）
な

ど
が
イ
ル
ボ
ン
の
実
態
と
し

て
生
々
し
く
話
さ
れ
て
い

く
。
聴
衆
も
妙
に
納
得
し
て

聞
い
て
い
る
。
こ
れ
が
国
際

交
流
の
原
点
か
な
と
思
い
な

が
ら
、
私
は
一
々
訂
正
も
せ

ず
に
笑
い
な
が
ら
聴
い
て
し

ま
う
の
が
常
で
あ
る
。

本
年
二
月
中
旬
に
職
員
旅

行
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
出
か

け
た
。
わ
が
医
院
で
は
毎
年

の
海
外
旅
行
前
に
そ
の
国
に

関
す
る
書
籍
を
買
い
揃
え
事

前
学
習
を
し
て
い
る
。
今
回

も
た
く
さ
ん
の
本
を
集
め

た
。
そ
の
中
で
、
マ
レ
イ
人

と
結
婚
し
十
二
年
間
も
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
住
み
着
い
て
い

る
小
竹
裕
一
氏
が
韓
国
へ
旅

行
し
て
、
韓
国
に
大
量
の
美

人
群
が
存
在
す
る
こ
と
に
驚

く
あ
た
り
が
面
白
か
っ
た
。

同
様
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
る

韓
国
旅
行
者
は
多
い
。
韓
国

人
も
韓
国
に
美
人
が
多
い
こ

と
を
誇
っ
て
い
る
が
次
回
は

そ
の
実
際
を
報
告
し
た
い
。

有川功ドクターの 

（24回シリーズ） 

韓国訪問記 
－第22話－ 

純粋韓国人の 
イルボン・パンムン・ポゴ 

小
雪
舞
う
二
月
二
十
九
日
の

夜
、
浅
ノ
川
河
畔
の
料
亭
「
太

郎
」
へ
と
向
か
う
。
春
近
し
と

い
え
ど
も
、
陽
が
落
ち
る
と
ま

だ
寒
気
厳
し
く
、
コ
ー
ト
の
襟

を
立
て
川
沿
い
の
路
を
歩
く
。

主
計
町
界
隈
は
昔
の
街
並
が
保

存
、
復
元
さ
れ
て
お
り
昭
和
初

期
の
雰
囲
気
が
漂
う
。
初
参
加

と
い
う
こ
と
で
、
小
心
者
の
私

は
緊
張
気
味
で
あ
っ
た
が
、

「
太
郎
」
の
門
前
に
て
大
平
先

生
ご
夫
妻
と
出
会
い
「
紺
谷
先

生
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
、
少

し
気
が
楽
に
な
る
。

狭
く
て
急
な
階
段
を
上
が
り

部
屋
へ
と
案
内
さ
れ
、
安
藤
先

生
の
向
か
い
に
着
座
す
る
。
ほ

ぼ
定
刻
に
全
員
が
揃
い
、
す
ぐ

に
飲
み
始
め
る
。
酒
豪
の
新
村

先
生
ご
夫
妻
の
隣
席
で
も
あ

り
、
最
初
か
ら
ハ
イ
・
ピ
ッ
チ

で
ビ
ー
ル
を
飲
み
、
熱
爛
へ
と

移
る
。

「
太
郎
」
の
鍋
は
九
月
か
ら

六
月
ま
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
中
身

に
て
同
一
料
金
の
一
種
類
の

み
。
暑
い
七
月
、
八
月
は
五
千

円
か
ら
の
会
席
料
理
と
な
る
。

鍋
を
食
べ
始
め
て
す
ぐ
に
、
高

松
会
長
に
お
酌
に
来
て
頂
き
恐

縮
す
る
。
皆
さ
ん
腰
が
軽
く
、

席
を
移
動
し
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ

と
や
る
。
私
も
粟
野
先
生
、
高

松
先
生
ご
夫
妻
、
藤
田
先
生
の

席
へ
移
り
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

に
大
洒
を
飲
む
。
舟
木
先
生
ご

夫
妻
、
大
平
先
生
ご
夫
妻
の
席

へ
回
っ
た
こ
ろ
は
、
す
っ
か
り

で
き
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
自
分
の
席
へ
と
戻
り
、
名

物
の
餅
と
雑
炊
を
や
っ
と
食
べ

る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
お
開
き

の
時
間
と
な
り
、
タ
ク
シ
ー
の

中
で
す
ぐ
横
に
な
る
。
片
町
の

ど
真
ん
中
を
抜
け
て
松
任
へ
帰

る
が
、
途
中
下
車
す
る
元
気
も

な
い
。

人
は
酒
を
飲
み
、
心
を
開
い

て
語
れ
ば
、
シ
ラ
フ
の
時
の
十

倍
の
速
さ
で
打
ち
解
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
険
医
協
会
の

「
食
べ
歩
き
会
」
は
、
日
ご
ろ
、

お
話
す
る
機
会
の
少
な
い
先
生

方
や
奥
様
方
と
も
楽
し
く
交
流

で
き
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
の
優

し
さ
と
、
鍋
の
暖
か
さ
が
心
に

染
み
い
る
冬
の
一
夜
だ
っ
た
。

金沢一の鍋と評判の「太郎」で開かれた冬の食べ歩き会

「
食
べ
歩
き
会
」
初
参
加
の
記

―
鍋
の
暖
か
さ
が
心
に
染
み
て

―

紺
谷
　
信
夫
（
松
任
市
・
内
科
）

太郎 太郎 
金沢市主計町 
076‐231‐5152 （  ） 

全州は朝鮮王朝李王家の
出身地としての風格をそこ
かしこに感じさせる。全州
東方向の山麓地帯にそびえ
る雄馬耳山と雌馬耳山も奇
観ながらどこか気品を感じ
てしまう。



一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
の
秋
、
能
美
郡
根
上
総

合
病
院
の
産
婦
人
科
に
勤
務
中
の
私
は
、
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
で

名
古
屋
近
郊
へ
行
っ
た
。
当
時
は
ま
だ
ゴ
ル
フ
は
一
般
的
で

は
な
く
、
参
加
者
は
十
人
に
満
た
な
い
数
で
、
私
以
外
は
す

べ
て
県
内
の
開
業
医
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
中
島
某
と
い
う

六
十
前
後
の
医
師
が
い
た
。
細
目
の
筋
肉
質
、
背
は
や
や
高

く
少
し
猫
背
。
熱
心
に
練
習
し
て
い
た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

百
八
十
ヤ
ー
ド
く
ら
い
し
か
飛
ば
な
か
っ
た
。
他
の
開
業
医

た
ち
と
も
あ
ま
り
話
し
合
わ
ず
、
ポ
ツ
ン
と
窓
の
外
を
み
て

い
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

ツ
ア
ー
二
日
目
の
夜
、
わ
れ
わ
れ
は
旅
館
か
ら
散
歩
に
出

て
、
あ
る
喫
茶
店
へ
入
っ
た
。（
コ
ー
ヒ
ー
代
な
ら
安
い
）

と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
私
は
安
月
給
の
く
せ
に
、
生
意
気

に
も
全
員
の
コ
ー
ヒ
ー
代
を
支
払
っ
た
。
実
は
、
先
輩
た
ち

に
よ
く
奢
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
い
つ
も
脅
迫
的
に
借

り
を
返
す
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
初
対
面
の
中
島
先
生
は
驚
い
て
大
分
と
ま
ど
っ
て
い
た
。

話
に
よ
る
と
、
中
島
先
生
は
若
い
こ
ろ
一
般
の
職
業
を
転
々

と
し
て
い
た
が
、
一
念
発
起
し
て
医
専
へ
入
学
し
て
医
師
に

な
っ
た
と
い
う
。
開
業
し
た
け
れ
ど
、
身
に
つ
い
た
商
売
気

質
の
た
め
今
も
不
動
産
屋
を
兼
業
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
夜
、
中
島
先
生
と
同
室
で
あ
っ
た
。

私
は
問
わ
れ
る
ま
ま
に
自
分
の
現
状
を
話
し
た
。
大
阪
で

生
ま
れ
、
戦
災
で
一
家
無
一
文
で
門
前
へ
疎
開
。
両
親
と
姉

が
親
戚
の
田
畑
を
借
り
て
農
業
を
し
て
学
資
を
援
助
し
て
く

れ
た
。
大
学
時
代
は
週
に
六
夜
は
、
中
高
生
の
家
庭
教
師
で

下
宿
代
全
額
を
得
て
い
た
こ
と
。
卒
業
後
は
す
ぐ
に
結
婚
し

た
が
、
二
人
と
も
親
の
経
済
援
助
は
、
一
銭
も
受
け
な
い
方

針
で
自
立
し
た
。
私
は
国
立
病
院
の
婦
人
科
で
無
給
研
修
医
、

女
房
は
同
じ
病
院
の
看
護
婦
で
、
そ
の
給
料
に
よ
り
二
年
を

過
ご
し
、
そ
の
後
の
二
年
は
富
山
や
小
松
の
婦
人
科
病
院
で

の
当
直
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
し
て
き
た
が
、
急
性
腎
炎
に
か

か
り
、
三
カ
月
の
内
科
入
院
を
強
い
ら
れ
た
。
収
入
が
な
く

な
っ
た
の
で
、
妻
子
の
生
活
費
は
親
戚
か
ら
の
十
万
円
の
借

金
で
ま
か
な
っ
た
。
退
院
後
、
固
定
収
入
を
求
め
て
根
上
総

合
病
院
へ
就
職
し
た
。
そ
れ
で
も
続
け
て
き
た
解
剖
学
の
研

究
が
最
近
ま
と
ま
っ
た
の
で
開
業
し
た
い
。

六
十
過
ぎ
の
人
か
ら
三
十
過
ぎ
は
子
ど
も
み
た
い
な
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。
中
島
先
生
は
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い
た
。

年
が
明
け
た
。
二
月
の
あ
る
雪
の
日
、
金
沢
の
中
島
先
生

か
ら
自
宅
へ
来
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
。
中
島
邸
は
、
西
金
沢

か
ら
の
通
り
と
八
号
線
と
の
交
差
点
の
角
に
あ
っ
た
。
黄
土

色
の
外
装
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
あ
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
独
立
し
て
、
奥
さ
ん
と
二
人
住
ま
い
で
あ
っ
た
。

「
大
石
先
生
、
仕
事
は
な
ん
で
も
立
地
条
件
が
大
切
で
す
。

金
沢
の
ど
こ
で
開
業
す
る
つ
も
り
で
す
か
」

「
先
輩
が
南
の
方
で
開
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
北
の
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

「『
す
べ
て
の
患
者
は
の
ぼ
り
の
列
車
に
乗
っ
て
く
る
』
と

い
う
言
葉
は
ご
存
じ
で
す
か
」

「
い
い
え
、
そ
れ
っ
て
何
で
す
か
」

「
人
の
住
ん
で
い
る
土
地
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
地
価

で
は
な
く
心
理
的
に
高
い
所
と
低
い
所
が
あ
る
ん
で
す
ね
」

「
そ
れ
で
・
・
・
」

「
そ
し
て
人
は
、
そ
の
低
い
所
か
ら
高
い
所
へ
行
こ
う
と

す
る
。
つ
ま
り
低
い
所
の
人
々
は
、
高
い
土
地
に
あ
る
病
院

へ
通
う
と
い
う
わ
け
で
す
」

「
そ
う
言
え
ば
、
根
上
で
も
、
月
に
二
十
あ
る
お
産
の
半

分
は
小
松
へ
行
き
、
美
川
、
寺
井
か
ら
二
十
は
来
て
い
ま
す

ね
」「

つ
ま
り
、
バ
ス
な
ら
終
点
、
汽
車
、
電
車
な
ら
大
き
な

駅
の
周
辺
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
で
も
、
そ
ん
な
良
い
と
こ
ろ
に
土
地
が
空
い
て
い
る
わ

け
な
い
で
し
ょ
う
。
売
り
に
出
て
ま
す
か
」

「
と
ん
で
も
な
い
。
事
業
を
す
る
と
き
に
不
動
産
が
売
り

に
出
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
商
売
に
適
し
た
土
地
を
見

つ
け
て
買
い
に
行
く
の
で
す
」

「
誰
か
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
売
ら
な
い
で
し
ょ
う
」

「
住
ん
で
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
倉
庫
と
か
駐
車
場
と

か
買
え
る
場
所
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
」

そ
の
次
の
日
曜
日
、
中
島
先
生
と
私
は
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の

雪
の
中
を
長
靴
に
傘
と
い
う
い
で
た
ち
で
金
沢
駅
周
辺
や
武

蔵
町
の
あ
た
り
を
、
土
地
を
探
し
て
歩
き
回
っ
た
。

私
は
産
婦
人
科
医
院
の
理
想
と
し
て
、
表
通
り
か
ら
少
し

裏
に
入
り
表
玄
関
も
裏
玄
関
も
そ
れ
ぞ
れ
に
道
に
面
し
て
い

て
通
り
抜
け
ら
れ
る
・
・
・
そ
ん
な
敷
地
を
描
い
て
い
た
。

そ
し
て
駅
前
の
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
の
裏
手
に
二
百
坪
の
土
地

を
見
つ
け
た
。
そ
こ
に
は
二
階
建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
事

務
所
と
倉
庫
、
鉄
骨
の
大
き
な
物
置
が
建
っ
て
い
た
。
近
所

の
人
の
話
で
は
小
杉
建
材
の
所
有
だ
と
い
う
。
二
人
は
そ
の

足
で
、
す
ぐ
に
大
通
り
に
面
し
た
タ
バ
コ
屋
の
裏
手
の
小
杉

家
を
訪
れ
た
。
ご
主
人
の
小
杉
さ
ん
は
、
七
十
歳
前
後
の
白

髪
で
、
目
鼻
の
大
き
な
立
派
な
風
貌
の
方
で
あ
っ
た
。
小
杉

さ
ん
は
土
地
を
売
る
こ
と
に
同
意
し
て
く
れ
た
。

そ
の
家
を
出
て
か
ら
私
は
中
島
先
生
に
質
問
し
た
。

「
先
生
、
小
杉
さ
ん
は
良
い
人
み
た
い
で
す
ね
。
あ
の
場

所
で
坪
十
五
万
円
は
安
い
で
す
よ
。
計
三
千
万
円
な
ら
親
戚

か
ら
借
り
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」

「
大
石
先
生
、
取
り
引
き
の
金
額
が
大
き
く
な
る
と
、
相

手
の
人
柄
は
関
係
な
く
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
良
い
人
も
大
金

の
利
害
が
あ
る
と
、
思
い
や
り
も
や
さ
し
さ
も
吹
っ
飛
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
売
値
、
買
値
を
決
め
る
の
は
需
給
関
係
で
す
。

買
う
方
は
そ
の
土
地
が
ど
れ
だ
け
利
益
を
生
む
か
を
考
え
て

最
低
の
値
段
を
提
示
し
、
売
る
方
は
で
き
る
だ
け
高
く
売
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
黙
っ
て
い
て
も
安
く
し
て
く
れ

る
・
・
・
そ
ん
な
甘
い
考
え
で
は
だ
め
で
す
。
坪
十
万
、
全

額
二
千
万
円
ま
で
値
切
り
ま
し
ょ
う
」

相
手
は
二
千
五
百
万
円
、
こ
ち
ら
は
二
千
万
円
。
折
り
合

い
が
つ
か
ず
一
週
間
が
過
ぎ
た
。
小
杉
建
材
で
は
、
自
動
車

の
出
入
り
の
難
し
い
そ
の
土
地
を
売
り
、
東
金
沢
駅
の
周
辺

で
大
き
な
土
地
を
買
う
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。
つ
い
に
二
千

五
百
万
円
で
新
聞
広
告
を
出
す
と
い
う
。
買
い
手
が
な
か
っ

た
ら
二
千
万
円
で
売
っ
て
く
れ
そ
う
で
あ
る
。

（
五
百
万
円
の
こ
と
で
あ
の
土
地
が
手
に
は
い
ら
な
か
っ

た
ら
・
・
・
）

私
は
、
当
時
の
月
給
四
万
円
の
百
二
十
五
倍
、
す
な
わ
ち

十
年
分
の
月
給
の
金
を
一
晩
で
失
う
可
能
性
の
あ
る
現
実
に

動
揺
し
て
眠
れ
な
か
っ
た
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら

―
開
業
秘
話（
上
）
―

大
石
　
博
司
（
金
沢
市
・
産
婦
人
科
）

生
薬
学
と
は
、
天
然
の
薬

物
を
考
究
す
る
学
問
で
あ

る
。
そ
の
生
薬
学
と
い
う
訳

語
を
創
出
し
た
の
が
、
わ
が

石
川
県
出
身
の
大
井
玄
洞
で

あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た

が
、
偉
大
な
マ
ル
チ
人
間
だ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
昨
年

暮
に
吉
田
国
夫
氏
が
「
陸
軍

薬
剤
官
大
井
玄
洞
」（『
石
川

郷
土
史
学
々
誌
』三
十
二
号
）

を
発
表
さ
れ
、
詳
細
が
明
ら

か
に
な
っ
た
の
で
、
本
誌
に

も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

大
井
玄
洞
は
、
寛
永
七
年

（
一
八
五
四
）
加
賀
藩
家
老

横
山
氏
御
手
医
師
渡
辺
元
隆

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た

（
先
祖
由
緒
帳
あ
り
）。
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
藩
校
明

倫
堂
に
入
学
。
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
町
医
師
大
井

玄
洞
の
養
子
と
な
り
、襲
名
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
藩

洋
学
校
道
済
館
で
英
語
を
学

ん
だ
後
、
医
学
を
志
望
し
て

上
京
、
大
学
東
校
に
進
学
し

た
。明

治
六
年
、
医
学
校
に
製

薬
学
科
が
新
設
さ
れ
、
教
員

と
な
っ
た
。
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
）
ド
イ
ツ
のvo

n

A
.W
iga
n
d
:
L
eh
rb
u
ch

d
er
P
h
arm
ako
-kgn

o
sie

（
一
八
六
三
）
を
和
訳
し
て

『
生
薬
学
』
を
出
版
し
た
。

こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
生
薬

学
書
の
始
め
で
あ
り
、
生
薬

学
の
名
称
の
起
り
で
あ
る
。

同
年
、
金
沢
医
学
校
の
教
諭

に
転
任
、
生
理
学
の
教
鞭
を

と
り
、
金
沢
病
院
の
薬
局
長

を
兼
務
し
た
。
同
年
に
赴
任

し
た
ド
イ
ツ
人
教
師
ロ
ー
レ

ッ
ツ
の
講
義
を
通
訳
し
た
の

は
大
井
玄
洞
で
あ
っ
た
。

明
治
十
八
年
、
金
沢
を
離

れ
、
陸
軍
薬
剤
官
に
就
任
、

陸
軍
軍
医
学
校
教
官
を
兼
ね

た
。
明
治
二
十
三
年
（
一
九

〇
〇
）三
十
六
歳
で
退
官
し
、

小
石
川
区
大
塚
窪
町
三
四
七

（
現
　
文
京
区
大
塚
三
丁
目
）

に
住
み
、
衛
生
材
料
の
加
工

販
売
の
精
製
舎
を
営
ん
だ
。

明
治
三
十
八
年
、
小
石
川
区

会
議
員
、
明
治
四
十
年
か
ら

昭
和
三
年
ま
で
五
期
二
十
五

年
間
に
亘
っ
て
東
京
府
会
議

員
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
江

戸
川
の
水
害
を
防
ぐ
た
め
の

護
岸
工
事
に
盡
力
し
た
。
そ

の
功
績
を
讃
え
、
昭
和
三
年

地
元
住
民
有
志
に
よ
っ
て
胸

像
が
江
戸
川
橋
の
た
も
と
に

建
て
ら
れ
た
。

晩
年
は
静
岡
県
加
茂
郡
河

津
の
別
邸
で
悠
々
自
適
の
生

活
を
送
り
、
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
八
月
十
五
日
、
七

十
五
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

墓
所
は
東
京
都
世
田
谷
区
北

烏
山
五
丁
目
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
万
福
寺
に
あ
る
。
法

名
を
光
顔
院
釈
照
耀
居
士
と

い
う
。
櫚
筆
に
当
た
り
、
資

料
や
情
報
を
頂
い
た
東
京
都

在
住
の
吉
田
国
夫
氏
お
よ
び

御
影
雅
幸
金
大
教
授
に
感
謝

の
意
を
表
す
る
。

大井 玄洞 胸像
東京都文京区関口 2丁目
江戸川橋際・江戸川公園入口
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